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I.桔 R
河川水中の溶存物矧 が拳水および陸水の岩石t額を汎化溶解したものより成る.したが
って,受水域を構成する地質により,舵分の偏重が′Lじ,水質は地域的'1,.m生を示し,降水
ILli:によってその浪度は強く支配される, ことに南北に釧長い 日本列島では地域により降
'1-Tl,降雨塵は著しく異なり,かつ温度差も大きい,日本の最北部に位隈する北海道地方は
寒冷地に屈し,水草などの植物残件が泥炭として唯耶した地域が広く分布する.さらに,
冬期の柑'4,凍結により河川水は 潮婚され湖水し, 逆に作期の融/9時には 蛙水状態とな
り,河川水中の溶存成分鵜匠は大きく変動する.
人口が希薄な時代の水質は自然的安川がまFL.的であるが,最近のわが国にみるような人
口増加と産業拡大が飛継的に進行すると,いわゆる人間活動に伴なう汚染物J質は増大し,
水質に及ぼす人為的要因は大となる.著者の一人小林による日本の河川の平均水質と特徴
に関する研究 〔1,2〕はいわば天然水状態の水質調査であったといえ,鉱工業活動の影野
以外は自然的要因が水質を支配していたと考えらる.そこで我々はその時点より約 17年
を経過した現在の河川水質を知る目的で,全国主要 174河川について,3力咋計由で水'T
調充を罪施したが,本雑L.=7･は兼北地方につく･研究結果で,1972年 10月～1973年 9月の間
に採取した試料の水質分析佃と1955年～1957年当時の水質分析値を用いて,水系による
化学組成の相iA',主要成分敷皮l]d]の相聞,水質の季節的変動,流丑と成分濃度との比校な
どについて検討した紡果を報告する.
なお,北海道地方の河川水質に関する稚鞠 i小林 〔1,2,3,4〕が天塩川.石狩川,十
勝川水系など36河川について,苔Jl･;ら 〔5,6,7,8,9〕が天胤 Il,千歳川,常員川,十
1馴 l水系について,高倉 〔10,11〕が石狩川水系について,那須 〔IL2〕が盟平川水系につ
いて,池畑ら 〔13〕が北海道の水質の悶胤点について搬1l=Iしているが,北海道地方の全域
の河川 について,しかも多成分の分析項目を長期にわたり全国的な見地からの研究は見当
たらない.
本研究の一冊は文部榊斗学研鬼門(課雌郡;-LlT/flo1T:IR:一般8747072)によった.また本報
告の一部はL】本陣水'lc食餌38阿大会 (I973',FlUJl),EI本絹水･3'=会第39回大全 (L974年9月)浴
よび地球化学討.満会 し1974咋10月)に机､て児起した.
木m"JEに当たり,試水の採脚こi捌4/,r力下さった北艦一正庁拙他部をほじbl),･各支庁.fJり出目.弧jTrの慨
係各位に深く娼謝致します.
17
H.採水および分析方法
1955年5月～1957年6月の聞,桃 】カ年に17[二り,北海道地方の:1三-Jkr.･J川 および 軋
合計 40地点より6-12回の採水を行ない水質分析を 行なった (前fil調査). それらの河
川名.,採水場所,期日lJおよび採水Ll数などを第1表に,採水地点を第 1図に示す.石狩川
第 1議 .tR料採取の河川Pl.槻所お よ.i)(T可数 一 覧韻
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水系に11カ所,十勝川水系に9カ所,天敬川水系に2カ所,後志,渡島地方に5カ所,胆
振,E]T.IL-地方に4カ所,根室,釧路地方に5カlTr,網走,宗谷地方に4カ所の計40カf)-r
(棚4カ1'Jtを合丁∫)である. また今Ii]J.'肋 として, 前IL_,l調査地点のうち主な10地点を選
び,1972年 10月～1973年9月の満1カ年剛こわたり,ほ ぼ 前凶と同一地′点で (第 1区l
Fy,1伺 北海泊地方の河川,湖の採水地点一塩同 (1955年5月～1957年6月揺水)
◎印の地点は1972年10月-1973年9月に再度採水
中,◎印を付した地点)採水し,水質分析を行なった.それらの河川の採水方法などはす
でに報告.-し1,2〕されているとおりである.
分析項目は噂唱率,pH.Ca.Mg.Na.K.Fe.Sr.7ル カ リ雌 (CaCO｡),SO.Cl,F.
SiO2,P0.--P,NO㌻N,NO皇-N,NHrN,COD.溶解性蒸発残留物,懸濁物, 混濁僅などで
あり,'rJL析方法は東北地方の河川水質について 〔1∠1]において記したとおりである.
HⅠ. 分 析 結 果
前阿 (1955年5月～1957年6月)の40地点 および今回 (1972年 10月～1973年9月)
の10地点の各成分のIF間平均値は?,L2表のようであり,各成分の波底の頻度分布は第2
回 (その1,その2)のようである.これらより,北海道地方の河川水および湖水の各成
分の濃度範囲および､rLl･均値は次のようである,
ptI:前匝lの40地点中,湖では 屈斜路湖 (地点番号34,以下番号のみに略記)が4･7
と相性を皐したのに対し,大沼 (18).洞爺湖 (19)は6,6-6.7,阿寒湖 (32)は711で
あった.fL･日日では,幌内山地を流下する弟敬川 (5)の5.9から千歳川 (12)の7･3の範
脚であり,平均は6.8であった.そして,pHが6.3以下のものは1,pH6･4-618の範
57巻 (1978) 19
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博が20,pH6.9-7.2が14,pH7.3以上が tであ-,た.ノ出 の10地点のそれは6･4-
6.8の枯凶で,平均は6.6であった.
Ca:融可の40地点の うち,湖では12,5-16.7mg/tの抱卵であり,阿寒湖 (32)が
16.7mg/Cで iミニ占く,洞爺湖 (19)が 12.5mg/Cであった.潮 目では十勝連峰の美典'Lr上
に瀬を発し, 凝灰L'-地僻を沈下する男瑛川 (5)が 21.3mg/Lと高い値である.ついで
支茶事如こ水源をもつ千歳川 (12)が 16.Omg/Cを示 し,十勝川水系の札内川 (28)が
3.3mg/Cの低い値であり,それF,'の平均机は8.1mg/Cであった.Ca濃度と河川数との
Lg仁和ま3,9mg/C以下が2,16.0mg/C以 Lが1であって,4.0-8.1mg/Cは20で,全
河川の過半数を占めた.′沖･Iの10地1㌣亡を.L,jl狩川 (10)の 11.6mg/lから天塩川 (D
の 5.2mg/Cの穐帥 こあり, jl;･均lLI'Lは 8.9mg/Cであるか,それ らの地点のl山凶の帖 ⊥
5.2-14.0mg/Cの他出にあって,平均仙 よ8.8mg/Cであった.
Mg:前Ii_･lの40地点の うち,湖は阿〕勘rりJ(32)の7.7mg/tから大沼 (18),洞爺lJl
(19)の2.4mg/Lの柾IJBにあ･,た./Lu川1では,3BjtjLL(5)の 6.1mg/Cから十勝川水系
の札内川 (27)の0.5mg/Lの穐lJ馴こあって,それ らの .lL:均佃 ま2.1mg/tで,0.6-
2,1mg/Cの他を示す河川は過半数の23を占めた. 今回の 10地点では1.4-4.0mg/8
の姫掛こあ り,JrZ均値は 2.7mg/tであっ[=. それらの地点における前回の他は0.9-
3.2mg/lの犯跡,こあり,､ド均は2.1mg/tで,今1･りは前l州こ比LTIEtlい値を示した.
Na:前Erilの40地点中, 湖では姐斜路御 (34)の47.8mg/lが高く,PLIJ寒湖 (32)は
24.0mg/C.洞爺湖 (19)は 19.8mg/tで,大沼 (18)は 9.3mg/lの低い値であった.
河川では,札内川中流部(27)の 1.5mg/Cから厚沢部川(16)の23.3mg/Cの範PBにあ
り,それらの河川の平均値は 7.7mg/Zである.また,これら36地点のうち,3.9mg/J以
下はわずかに6地,.!1.で,4-7.7mg/Lの他州が21地点で;馴工数を占めた.今Ldの10地点
では.3.6-17.0mg/Cで,平均8.7mg/Eであり,それらの前回の旭は3.8-16.4mg/i
で,平均8.1mg/Eであ･)た.
K:前也の誹.概 地点中,州では屈斜路湖 (34)の4.05mg/Lを叔高に,阿寒湖 (32)
3.95mg/i,洞爺iLりl(19)2.16mg/C,大沼 (18)1.58mg/Lといずれもl･)い値であった.
河川ては,漕潤川 (40)の0.79mg/Cから阿寒川 (33)の2.39mg/lの範即であり,そ
の平均は 1.38mg/Cで,日本の河川の総平均偵よりわずかに高 い.含有出と河)廿数と
の関係は 0.79-1.38mg/Cの穐凶-]が36地点中24地点を敬える. 今担lの10地点 では,
1.14-3.13mg/tの範掛こあり,平均値か2.05mg/lであるのに対し,それらの地点の
前回の[跡ま1.05-2.29mg/Cの砲L)_日にあり,そU)平J/,J伯は 1,58mg/Cで,今hiIは前LIiJよ
り高い偵であった.
アルカリ度 (CaC03として′J'(す):前Dlの40地J･1･､申,,i'yJでは,阿瀬棚 (32)が59.0mg/c
a)fi'bL､伯を小し,大沼 (18)は 19,5mg/C.洞爺湖 (19)は 15.3mg/lてあり,JLi斜路制
(34)は7.3mg/tの低い値を/Jtした.次に7buJ川では,火山の膨常の大きい兵荻川 (5)の
5.6mg/Lを最低に,夕鶴川(ll)の 57.6mg/l'の範州にあり,それらの平均は23.8mg/C
であ 'ーた.そして,それらのうち,15.0-23.8mg/Eをホすものは36地点中20地点で過
半数を占めた. 今回の10地,･:よでは 15.7-33,4mg/Lの穐閏にあ り,そのうち5地点が
30mg/C以上の偵を示した.それらのIL･川tの前山の旭は 15.0-37.0mg/lの穐山神こあっ
九二.
24 L'笠'lft研 究
SO,.r前回調査の40地点のうち.棚では屈斜路湖 (34)が 74.9mg/Eと高く,ついて
大殿 (18)の 33･4mg/t,洞爺湖 (19)の 36.2mg//,阿塞州 (32)の38.2mg/Cなどい
ずれも火山性の湖に高い伯である.次に河川についてなると,十勝川女流の佐幌川 (24)
の 112mg/Eか ら美瑛川 (5)の80.0mg//の散開にあり,その平均は 12.5mg/Eであ
って, 日本の河川の総平均値の 10.6mg/才に比し高い値である. 特に高い値を示す河川
紘,美咲川 (5)を最l和こ,菱窮糊から流下する千歳JH(12)の30.6mg/C.阿寒柳から
流下する阿寒川 (33)の 32.2mg/∫.屈斜路湖から流下する釧路川 (35)の 33.9mg/ど,
豊羽鉱山を上流に もつ豊平川 (13)の 21.4mg/Lなどである. そして これらのうち,
lo川g/l未満のものが,23で大半を占め,10,0-19,9mg/Cのものが7,20.0-39.9mg/t
のものが5.40mg/e以上のものが1であ･､た.今岡調査した 10地点では5.3-21.6mg/C
の範閲に あ り, そのIr'･物情は 12.9mg/Jであった. これらの地点の 刷可の値は 2.6-
30.6mg/eの穐伊那こあり,平均伯は14.0mg/ごてあった.
Cl:前P].'iJI.HIf.の40地点中,湖 では 用別路棚 (34)の43.2mg/tが最 高で, F･.J寒棚
(32)が21.2mg/C,洞爺仰 (19)が 22.3mg/tを,71･したが, 大沼 (18)は 8.9mg/Cの
低い伯であった.河川では,札内川の中流 (27,札内村)の0.8mg/Eから厚沢部川 (16)
の39.3mg/lの範跡にあり,平均値は7.5mg/Cで.日本の河川の総平均値 5,8mg/Cに
比しやや高い値を示した. 今何の10地点では,2.3-22.2mg/どの捕縄に あ り,その平
均値は 9.4mg/lであった.これらの地点の揃榊の値は 2.2-15.1mg/tで,その平均値
は7.4mg/fであった.
SiO2:前｢Llの40地点の うち,.i1rJでは I.ii斜路棚 (34)の 51.8mg/tを最和こ,阿寒湖
(32)では 47.6mg/C,大沼 (18)では 27.6mg/i.洞爺湖 (19)では 19.9mg/Eであっ
た.河川では,十勝川支流の札内川 (27)の8.4mg/才から釧路川 (35)の48.4mg/どの
聴掛こあり,平均は 23.3mg/Cで,日本の河]"の総平均値 19.0mg/Cに比し高い.こと
に高濃度のものは,阿寒川 (33)の42.3mg/t,釧路川 (35)の48,4mg/2,標梓川 (36)
の41.1mg/i.網走川 (37)の39.6mg/Cなとであり, それら以外に30mg/Eを越える
河川はJ:瑛川(5)の 30.7mg/E,下鵡川 (12)の33.5mg/C,尻別川 (14)の30.2mg/∫,
利別川 (33)の33.4mg/C,常LP.川 (38)の 34.4mg/Zなどであって, いずれも上流あ
るいは流域に火山のある河川であった.今河の10.-JW戸地点では,15.6-42.8mg/Cの備
州にあって,その平均他 よ29.4mg/Cであった. また,それらの地点の前回の定信IT(1ほ
10,7-34.4mg/Cの梅BBで,その平均伸 上23.6mg/才であった.
Fe:前回の40地′軒F･,湖では虹悼卜輪湖 (34)の0.10mg/i.阿寒湖 (32)0.10mg/八
大沼 (18)0.09mg/C,洞爺湖 (19)0,021鳩/Lでいずれも湖水は低い伯であった. 河川
では千歳川(12),幌別川 (22)の0.01mg/Zから石3',lJ'川 (10,江別市)の1.17mg/Cの
鶴田で,平均値は0.19mg/Cであった.Fe含有猛が0.19mg/l未満のものは 36地点中
21を占めている.今回の10地点の Fe.LTL･は 0.08-0,51mg/Cの範関で,I.fL均 0.24mg/C
であるが,それらの地点の前Ljlの伯は0.Ol-1.17mg/lの範捌てあり,平均は 0.32mg/C
であった.
COD:前回の調Fr_では,調LTE対態の4つの糊は末だ人為汚染が少なく.屈斜路湖 (34)
は 0.28mg/i.阿rP湖 (32)は 1,3mg/(.大沼 (18)(.LO.96mg/C,洞爺 湖 (19)は
0.56mg/Cで あ った. 河川は 千歳川 (12)の0,46mg/tから石狩川 (6,深川市)の
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14.4mg/Cの柾岡で,平均は 1.8mg/Lであった.今回の10地点では 3.0-8.4mg/L の
抽州で,､畔 ｣5,3mg/Cてあるが,それらU)前l･ljの値は 0.46-14.4mg/lU刃鋸lJlであり,
平均値は 3.2mg/tであった,
POI-P･.前回の誹軌 では,湖咽 uJ二郎W(32)の0,021mg/∫,洞爺湖(19)が0.004mg/C
で,大沼 (18)と屈斜路湖 (34)では O,003mg/C以下であった. また 河川でも天塩川
(1)の0.003mg/l以下から札内川 (28)の0.015mg/Eの穐Pm･こあり,平均は0.004mg/i
であった,今回の調作10地点ては0.006-0035mg/tで,その平均は 0.017mg/Cであ
ったのに対し,それらの地点の前｢･lの仙 ま0.003mg/C以下から0.013mg/Zの簡閲にあ
り,平均0.005mg/tであって,今鞘 工前Llよ;)高じ､伯である.
NO3-N:前r･lの40地点中,棚についてLLI.lt:斜路冊 (34)0,01mg/t,阿寒湖 (32)
0.17mg/C,大沼 (18)0.12mg/i,洞爺湖 (19)0.20mg/Lで お る. 河川では大qlj'･川
(17),阿寒川 (33)の0.06mg/Eから十勝川 (31)の0,99mg/Cの範剛であり,それら
の平均僧は 0.30mg/lであって, 日本の河川の総､p-均値0.26mg/Eよりわずかに高い値
を示している.令有鼠と河川数との関係を入 ると,0.long/e未満のものが 4,0.10-
0.30mg/Eのものが17,0,31-0.50mg/Cが 12,0.5mg/C以上 のものが3であった.
今田の 10地点では 0.16-1.41mg/Iで,それらの平均†拍よ0.67mg/Eである(,)Vこ対し,
それらの地点の前回の値は0.08-0.99mg/tの種田にあって,平均値は 0.39mg/tで,
今回の値は前回に比し,70%以上高い伯を示した.
NO2-N:今田の10地点の 平｣類よ0.015mg/才であり, その従卵は石狩川上流部 (3,
愛別町)の0.002mg/Zか ら,常長引IL(38)の 0.057mg/Cで あ る. 石狩川水系は患平
川(13)の0.018mg/iを除いて,す べ て0.010mg/t以下で あるのに対 し,十勝川は
0.015-0.026mg/tと高い. さらに.北見市を流下する常圧HlLは0.057mg/Eと10地点
平均値の約4倍の高い佃である,
NH｡-N:前同調査 の40地点Lや, 湖はJ.･1斜路渦 (34)が 0.04mg/i,阿寒 湖 (32)
0.03mg/ど,大沼 (18)0.03mg/C,洞爺湖 (19)0.04mg/Zであった.河川では,釧路川
(35),糟津川 (36),網走川 (37)な どの0.02lTlg/′か ら夕張川 (ll)の0.llmg/ど
の範洞で,-T'･均帖は0.04mg/Cであった,比陸的 合有帖の高い河川ほ 夕張川 (ll)の
0.llmg/t.石狩川下流部 (10,江別市)の0.09mg/C.十勝JIl以T流部 (31,豊頃町)の
0.07mg/Cなどである.それらLr)36地点のうち,0.02-0.04mg/lを,7Tす河川は28地点
であった.今阿の調禿地点では0.03-0,40mg/tで,その平均lL恒ま0.17mg/Eであるの
に対し,それらの地,･:･1.の前nLの測定帖 £0.03-0.09mg/tの抱卵にあり,その平均値は
0.04mg/Cであって,今I.･liまTln_T.Iより約4倍のl.:I,･)い情である.
懸 濁 物:前L.･ZU)40地点中,湖については,kf･:斜路湖 (34)15mg/i,阿寒湖 (32)
7･6mg/i,大沼 (18)16mg/8.1lt･輪湖 (19)30mg/lであった,次に河川は2へ172mg/C
の椎田にあり,その､Z7均抑 ま33･9mg/Zであって, 日本の河川の総平均値 29.2mg/i:I-_
比し高いlfL(Iであった.今l･Ia司Ij!.rした10地点では,36-112mg/lの範期にあり,その.+7-i/フ
僧は71･8mg/Zである.それらの地点の前日の帖 よ3-172mg/Eで.平均値は48.9mg/C
である.
F=今川の10地点では0.02-0.07mg/t叫 も蜘 こあり,平 均は0.03mg/tである,
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0.05mg/J以上の河川は石狩川 (10,江別市)の0.05mg/E,千歳川(12)の0,06mg/i.
空知川 (9)の0.07mg/Cの3河川ICあ7J.
Sr://1日lの10地,L!.の､伴 )は 0.055mg/tであり,その穐R如上天塩川(1)の0.026mg/i
から石狩川 (10,江別rh)の0.124mg/Eである.定山渓温泉を上流にもつ髄平川 (13)
の0.073mg/(.友新例を水源とする-T･戚川 (12)の0.066mg/lなどが やや 緑 ､lTtであ
り,石1'.1J:川下流部 (10,江別市)ではO.124mg/Lと高い.
混 濁 度二今回調光の10地点の･77･均は 38.1mg/eてあり,その範闇は盟平川 (13)の
6.5mg/tから空知川 (8,赤平市)の80mg/Lである.
溶解性蒸発残留物:依存成分の総和である溶解性薄井残留物_nilO7前L川および今何の分布
を小すと第3岡のようである.前l〔･[の40地点rI･.紳I{･は,屈斜路湖 (34)は 292mg/E.
p･[寒湖 (32)は196mg/1,大沼 (18)は 116mg/i.洞爺仰 (19)は 131mg/Fであった.
TP,'3囲 溶解也,/%薙残何物比の分仰可(1955I-'･5月～1957年6月採水)
(L9印は1972'r-Ito月-1973'EF9月に再度採水
河川-L､;よ札内川 (27)の31mg/Eから美喋川 (5)の 198mg/lO)鶴岡にあ り, 平均は
83,1mg/Iで, L]本の河川の総平均値74,8mg/Cに比し高 い . また 今I._1の10地点では
53-ノ134mg/Cの睡抑 こあり,T7･均ll日工96.3mg/Lであった.それらの地点0)が州 の(p'lAは
48-137mg/Cの範胴にあり,平均値は 90･Omg/Zてあった.
lV.考 察
1) 北海道地方の河川水および湖の主要カチオン,アニオンの当量百分組成
前Lq.識兼の40地点のカチオソおよび アこすt/の当巌百分率は第3表のようであり･そ
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一oo 0 0 Cl 一oo
第4回 北海道の河川水の主草化学成分 (当iL土百分率)の三角回および菱形図
(1955年5月～1957年6Jl採水) @印は;1972年10月～1973年9月
に再度採水
57とち(1978)
Ca ~~丁
諦5凶 北tI如凸主戦lTJ川水の批恥二上る1Jチオソ (当i百
分率)の/Afヒ(1955年5)ト 1957年6月採水)
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れらのキイダイヤグラム
を示すと第4図のようで
ある.また流下によるイ
オン当韮百分組成の変化
を知るために,石狗川,
十)削 り,天塩川水系の流
下にともなう主要カチオ
ンおよびアニオンの当是
百分率の推移をそれぞれ
第5L礼 第6図に示し,
それらについて,流域の
地質 〔15〕と0)関連を考
),･il:して,概観すると次の
ようである.
石狩川水系:石狩川は 100
延長 365km,流域面積
1,4ノラ~km2であって,柄
竜川 (7),I/招口川 (8),
0 1･0 20 30 40 50 60 70 80 90 1(刀
1'ノけ 畑 (CaCO3)ー
第6図 北裾江上曲目l川水の税掛こ上7//こすソい一1-ElLL'j
/A,串)の変化 (1955年5月～1957年6月採水)
夕張川 (ll)などの沖払
平野および千歳川 (12),豊平川 (13)などの扇状地よりなる口本第20)大平野を流下し
ている,この水系の地質は上流部は火成岩煩の安山岩粉屑であり,中流部および下流部は
ほとんど堆もし〔岩紋の弟V購己砂棟,粘 卜13日･.i-∈占められているが旭川市と深川市の問にある
神居古淵の辺りは変成岩類の鼠Ji品片麻岩類屑｢F'に深成岩頓の蛇紋岩層か混在している問が
ネられる.それらの水質は上流部 (3)では,Ca(49.3%)>Na+K(35.6%)>Mg(15.1
%),7ルカリ度 (53.6%)>SO.(35.3%)>Cl(ll.1%)の関孫にあ るが,中流部 (6)
では,Ca(51.5%)>Na+K(30.6%)>Mg(17.9%),SO.(45.4%)>アルカリ便(37.4
%)>CL(17.3%)の関係にあり,カナオソ間の開床は変らないが,アニケンのそれはSO一
がアルカリ度より高い値となっている.これは旭川市の下流で合流する美瑛川 (5),.ILL,別
川 (4)の影鞘か反映していると思われる.すなjっち,fi供川 (5)は Ca(52.4%)>Mg
(24.8%)>Na+K(22.8%),Soヰ(79.3%)>Cl(15.4%)>アルカリ度 (5.3%)でアル
カ1)度が極度に 低く,忠別川 (4)は Ca(47.6%)>Na+K(32.6%)>MgL19.8%),
So一(50.9%)>アルカリ度 (30.0,Oof)>C1(19.1%)の朋係に あ り, 両川は Caおよび
SO.の含有比の高い河川で あ る.次に大塩山地倖摘弓の朱鞠内湖 (人造湖)に発して南卜
し,滝川市で石狩川本流と令流する雨萄川 (7,延長 192km)は Mg(38.0%)>Na+K
(35.4%)>Ca(26.6%), アルカ.)皮 (67.0%)>Cl(21.8%)>SO4(ll.2%)のLig係で
あり,滝川市よりやや下流で木枕に合流する'出口川 (8,9)は Ca>Na+K>Mg,7ル
カリ度>SOl>Clの関係にあり,と･いこアルカリ度の高い河川である.さらに夕張川(ll)
は夕;ik歳｢円を流下してtL.別市で石狩川本流にLi琉するが,それは Na+K(49.7%).>Ca
(35.6%)>Mg(14.7%), 7ルカ.)皮 (54.9%)>Cl(28,2%)>SO.(16.9%)叫R]柘
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にある･ それゆえ, これら研aJ川の沈入後 本流下流部 (10)ては Na+K (41.3%)>Ca
(39･8%)>Mg(18･9%), アルカ.)度 (52.5%)>C1(24.3%)>SO｡(23.2%)の関係に
あり,炭田地帯から流入する河川の膨弓耶ま大きいことを/I,･し,カチオン,アニオンともに
上流部 (3)や中経部 (6)とはPもなる当猛Ljl分率をホしている.
なお立教湖から流下するT蔵川 (12)は江MJrhlで石相川に流入するかこの河川は Na+K
(44.3%)>Ca(40.5%)>Mg(15.2%),アルカリ度 (41.5%)>SO4(35.7%)>Cl(22.8%)
の関係にある.さらによりT流で石4':J-'JIrLCi-流する塑平川 (13)は1-L幌市の水の供給源で
あるが,上流に定山渓鮎加および出羽鉱山を有し,水質の舛なる2河川の合流により水質
もBf雑である.すなわち,Na+K(50.7%)>Ca(37.8%)>Mg(ll.5%),So一(36.5%)>
Cl(35.0%●)>7ルカ.)皮 (28.5%)のLiLE順 を示し,Na+K,SO｡IrJ:浴.･:.･iL､河川てある,
十勝川水系:十勝川は大雪山火山群小の活火山,十幡岳に滑液を発し,太平洋まで南下
する流路延長 178km の河川で,石狩川,天塩川についで北海道第3の長流である.この
水系の地質は上流部は火成岩rv.の風⊥l岩牧Jl,Jiであるが,ついで唯も■t恕餅の舞,rIJ_q紀溶結凝灰
岩凧 さらに下流部は第LJB紀洪机紗棟F.1である. ヒ溌部の新得町 (23)では,Ca(43.9%)
十Na+K (43.4%)>Mg(12.7%), アルカリ度 (61.1%)>SO.I(23.4%)>Cl(15,5%)
の関係にあり,アルカリ度が高い値てある.中流部の井室町よりやや上流で含WLする佐幌
川 (24,新得町)は Na一卜K (45,4%)>Ca(40.7%)>Mg(13.9%),アルカリ度 (78.8
%)>CI(14.2%)>SO.(7.0%)の関係にあるれ 命椎体の十勝川木酢 1~灘 珊 (25,芽室
町)では Ca(46.3%)>Na+K (40.5%)>Mg(13.2%),アルカ1)鹿 (65.9%)>SO4
(20.5%)>C】(13,6%)の関係になっていて,アニオンの)関係は 卜流部と変らないが,カ
チオンでは Na+K の含丑の高い河川の流入にもかかわらず Caが Na十Kより高い情杏
示している,
一方,石村稿山岳部に発し,新平湖の落｢､~を受け旅 卜し,帯広市付近で 合流する音更
川 (26)は,Na+K (46･2%)･÷Ca(460%)>Mg(7･7%)･ アルカリ度 (61･8%)>Cl
(21.6%)>SO4(16.6%)の幽旅にあり､ カナナンは十勝川上流の新村町 (23)の水賃と
相似している.また1･L内川 (27,28)はHl･.l-連峰,札内岳 (動 此岩桝u))キ･麻岩に1.･才む)よ
り発し,梢広神のやや下流で 卜勝川にTT洗しているれ その 卜流部 (28)でのIfr'分ム糾土,
Ca(57.6%)>Na+K (27.2%)>Mg(15.2%),アルカリ度 (77.2%)>SO.(16.2%)>
Cl(6.6%)の開陳にある. この河川は上流が 変成岩緋であるため,火成岩の場fIとほil(.
なり,汎化溶解する虫が極めて少なく,溶解性,/-握発残1.m勿itは 31-39mg/tの低いlAflT(日
本の総平均値の約y2丑)であった. さらに丑頃町で 本流にIT流する利別川 (30)は,十
勝川撮大の支流であり,その流放 し14,15jほ 53.8m3/sec(1955-1956年)であり,本
流の203m3/sec(1955-1956年)に対し,約yAをIJAめ,水質は Ca(49.3%)>Na+K
(29.6%)>Mg(21.1%),アルカリ化-,_7(47.7%)>SO｡(31.9%)>Cl(20.1%)である
それの流入後の本流JTj洗部 (31,性L17L町)て は.7ルカ.)雌 (64.1%)>Cl(18.9%)>
SO｡(17.0%),Ca(46.2%)>Na+K (37.6%)>Mg(16.2%)の関係にあって,Clか
S04よりやや高い偵であるが,カチオンは本流rl.統部 (25)と同様な関係にあ り,石狩川
水系に比し,流下に1る水質の変化は少ない.また,第6図に7JTすように,石狩川の水質
は流下にともない,SO｡の増加,減少から 卜統邦ては Clの増加と,反時計方向 (矢印U:)
動き)の推紗を小すのに対し,十勝川のそれは時計方向の変化を/-J1'し,アルカリ度による
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水変の変化か軌老てある.
天壌川水系:天塩川は総延長 306kmで,上流冊Hま火成岩鑑iの安山岩).L,1で,ついて堆机
岩原の古/-i:代粘板岩,砂岩,チll-卜,抑拙凝I大岩屑をへて唯砧岩煤の新第三紀の砂岩,
泥岩,緑色凝灰岩凧,中世代の砂だ,泥岩.稚岩暦などを通過し,股後に第4紀砂岩,
粘上J･.1を流下す る.上流部 (1,名'd:大桐)は,Ca(41.4%)>Na+K(37.6%)>Mg
(21.0%),7ルカリ度 (66.1%)>Cl(24.8%)>SO4(9.1%)の関係にあるが,下流部
(2,天塩町)では,Na+K(42.9%)>Ca(33.9%)>Mg(23.2%),7ルカリ度 (59.5%)>
Cl(30.1%)>SO,(10.4%)の秘成比に変り,排倍内の上流に広かる低混な泥炭地の膨轡
で Na,Clの増加がみられ,石狩川lI流部 (10)に比L So一,Cl含布31日土いずれも極めて
低い,
北見山地を流下する河川二凋Jt河川の滝出川,湧月J川,常員川,網淀川などほ,北見山
也,大雪山火山7,'羊.阿輝岳に 師を発して.おおよそ北加へ流下し,オホーツク海にそそ
ぐ.阿寒カルテラの外輪山,阿幌岳に源,'C_Y発する網走川 (37)が Ca(42.5%)≒Na+K
(42,3%)>Mg(15.2%), アルカリIiE(73.2%)>SO4(14.2%)>Cl(12.6%)の関係に
あるれ 常呂川 (38),班別川 (39),沌稲川 (40)なとはいずれも.Ca(49.3-52,9%)>
Na+K(30.9-34.2%)>Mg(15.2-19.8%),アルカリ度 (60.1-71.3%)>SO4(18.6-
22.2%)>Cl(10.1-17.7%)の幽係にある, このように3河川の当枯El'分率ほ ほは柏似
た帆如こあるが,それらのうちで,常員川 (38)0)んか他の2川に比し,Ca.Mgをはじ
め,So一,Clなどいずれの成分も他の2.iuI川に圧し含有idが 約2倍高し､机を示しているの
か特徴的である.
胆振,日高地方を流下する河川:掛川 し20),JI;J咽 川 (21),幌別川 (22)のうち,仙川
(20)は夕張山地の胆振,上川,空知の二,1圧潰拙｣近から発して,太一平群に吐くL153km
の某紙である.こ･171河川は3回川中では精粗的な水屑をホしている.すなhち,Mgの伯
が他の2河川の約3倍の伯であって,前情F,-.津T_36地点中,糞瑛川 (5),阿寒川 (33)な
どとともにMg･T)著しく高い偵Ly示すY"J川に属している.したがって,イオン当旦打分率
ら,Ca(39.1%)>Mg(31.9%)>Na+K(29.0%), アルカリ使 (70,8%)>SO.(15.3
%)>Cl(13.9%)の幽係を示し,静内川 (21),幌別川(22)などは Ca(55.5-69.8%)>
Na+K(16.3-28,1%)>Mg(13.9-16.4%),7ルカリ度 (64,7-82.2%)>SO4(ll.7-
19.1%)>Cl(6.1-16.2%)の関係に あるの で,カチオンの幽El'-.tが他u)2河川とは 舛な
る.これは流域の泥灰別田の介在が水質に反映したものと考えられる.
後志地方および渡島半島の河川:羊蹄火山群に抑JiJ蒐する尻別川(14)は,渡島半島の
河川の利別川 (15),大野川 (17)などと水質が粗似しており,そのイオン当丑Lg分率は
Na+K (44.4-47.1%)>Ca(34.4-37.0%)>Mg(15.9-21.2%),アルカリ度(46.5-
51.4%)>Cl(30.0-39.9%〕>SO4(14.1-21.0%)の聞釦 二あ り, また皮沢部川 (16)
は Na+K (65.4%)>Ca(19.9%)>Mg(14.7%),Cl(68.6%)>-/-ルカ)皮 (16.2%)>
Soヰ(15.2%)の舶床にある.これらの河川はいずれも冬朋に Na.Clの含有血か 高い値
を示す帆'n]にあり,絹に厚沢部川のそれは他の季節の約4倍の伯である.これらは冬季の
北西風による風速腹の膨fl).iと考えられる,しかしJl,用ミ部川の7ルカリ度と SiO2 以外の生
壁成分が旭の3河川より高い机であるのは他罰的および地形的相違の他に比較的小河川で
あるため,そのh73で背が水'fiに強く呪われたもQ)と;考えられる.
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反映する場合が多い.T.･L:斜路瑚 (湖肘 LFとノ1ル 7-ラ火LLrとの間につくられた,わが国有数
の湖,-Lb'机79.7km2,J.'TIFJll57km.最大経度 1L)Om.;倒立121m)仇)場/LT,Na+K (69.2
%)>Ca(20.1%)>Mg(10.7%),Soヰ(53.3%)>Cl(41.7%)>7ル1)I)度 (5.0%)の
関係にあり,SO小Clがきわめて1封 ､僻であるため,7ルカ1)度は著しく低い伯を示して
いる,したがって, 釧路川の棚から約 50km下流の採水地点 (35,標茶町)でも,その
水質は Na+K (58.7%)>Ca(30.3%)>Mg(ll.0%),Soヰ(44.7%)>Cl(27.9%)辛
アルカリ度 (27.4%)の関係を/示し,Caおよびアルカリ度が増加し,Na+K,Clの減少
がみられるものの,当見白ー/分率の幌向は),L臼斜路湖と同様である.
阿寒湖 (周閃26km.両班12.9km2,最大裸度36.6km,平均水深 17-18m.海抜419m)
の場命,潮水は Na+K(43.8%)>Ca(31.9%)>Mg(24.3%),7ルカリ度 (45.9%)>
SO4(30,9%)>Cl(23.2%)の閃酎こあったのが,渦から約 50km 下流の阿寒川採水地
点 (33)では,Ca(42.7%)>Na+K (33.4%)>Mg(23.9%), アルカリ度 (49.5%)>
Soヰ(36.9%)>Cl(13.6%)となり,Naおよび CJが減少したため,Caおよびアルカリ
度の割合が増加している.その構成比率の仏向はカチオンでは湖と輿なるが,アニナ ンで
は同様であった.
湖 水:4湖の主要化学成分の LゝCJ皿百分率を節4秦に/TTす.それらより湖の水'ffを分好i
〔18〕すると,pH が4,7と低い冊祁削伽,LSO.,C1か高い(J-/Iで あるので,硫恨塩 塩化
･第 4月 北Wl-IJBViI)1.4滞J'のtq7.5lt/'r')戊分当H,百分率
(1955年5月～195717:'6jl採水)
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物型湖であり,洞爺湖もこれに相似している.また阿呼湖は7ルカ)ー1度,S04が高く,炭
憤敏一硫酸鮫型に屈し,pH も7.1とrl性を/示している.その･州印の硫恨塩一脱酸垢)糾こ
大沼が属すと考えられる.
2) 河川の流程による成分の凍度変化
今阿調査した10地,.号の年間平均値をmいて,石狩川の流程による水質変化を上,中,
下流の3地点について示すと第71対のようである,すなわち,開発の著しい旭川市街地を
iT流後の緑川市絞町,さらに下流の江別市-と洗樫にともない著しいば隻牒増加のみられる
成分は,P0,.-P,NO｡-N の光度塩および Na,Clなどである.まず POrPについてjAる
と上流部 (3)ではO.006mg/lが中流部 (61では0.010mg/Zとなり,下流部 (10)で
は 0.024mg/Cに増加して.｣二流郡の約4倍のfJfJk/Ttしている.NOrN については上流
部 (3)では O.16mg/Eが中流部 (6)では O.49mg/Jと約3倍の仙となり,下流部では
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0.89mg/′で 上流部の約5
倍となっている.Naの増
加の 帆(']ほ NOl-N のlJr=!合
とは.'i'同様で あ る. また
C1は と粍部 (3)で は 2.3
mg/Jが 中流 部 で は 10.6
mg/Jで約 5倍 とな り, さ
らに下流部 (10)で は 22.2
10
mg/いこ増加し･｣-LWL部の (mg/L) 8
約 10倍の値を 示している.
これらの伯について,ljfJH･.l
調在の下流部 (10)と 上沫
部 (3)とな 比較するとNa'
NO辻-Nについては 約 3(臥
Clに つ い て は 約 5倍,
PO.-Pについては約 2倍,
下流部 (10)が高い情であ
る. さらに,上流部 (3)に
おける今回の伯は 前LITlのlIrL
に比し,POrPでは 1.5(汁,
NO3-N で は 0.78倍, Na
では1.4FuF･,C1では2.0倍
の伯で あ る. 下流部 (10)
のそ れ は PO4-Pが 4倍,
Clは2倍,NO3-N.Naは
1.4倍の値で ある. このよ
うに Naと Clの経年変化
は上流部もF沌部 も1.-日.7:'吊
-の鮎度で あ るが,POrP
および NO3-N のそれは下
流部の方がより大きい.ゆ
えに石狩川流域では河川の
流程による栄典鮎の｣削川が
拝明であるといえる.
次にSO.についてみると,
中流部 (6,深川fh-)で,止し別
川 (4),葉 荻 川 (5)な ど
So一,Cl竜の高い 支流の介
流により,上流部 (3)の2
倍以上にieh<-度 は 増加 す る
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L:笠'了.研′'･t
が, F席部 (10)では水質
a)艶なる支流u)流入に よ
り,それらの合有砲は減少
し,上流部(3)の約 1,7倍
となる.pHはこれにJLIJ;応
して6.7から6.4となり,
下流部 (10)では6.6を示
し,So｡の彬轡の大きいこと
が明らかである, また Ca.
Mg,K.アルカリ度,COD
などほ流程にとL)ない淡度
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CODl･2
はゆるやかに増 加 してい Nq)-N09
る.
次に十勝川水系の流程に
よる成分椴度の変化を示す
と,第8岡 のようである.
S0.C1などの 斧有歳の高
い利別川 (30)の合流後.
十悌川 (31)での これらの
(mg/l)06
0j
O ?
????
Jtl,9Iq )､塩川の統和による成'JL齢度の饗化
(lLJ56年6)ト′1957年4)1採水)
成分は上流部(25)の約 1.3倍の伯となっている.また.その地点でのPOrPは約2倍
Nod-Nはわずかに高いIP'lIを示しているが,一般的には流程による各成分の変動は少な
し､
k'た前I･lの水質分析値より,入札川tの流程による成分l',1度の変化を示すと第9凶のよう
である.全般的に希薄な水質であるが,下流部(2)に至ると,Clが約 1.6倍の値を示し,
Na,So一,SiO･1豊も1.5倍の増加を示している.他は新暦な変化はみられナい一､.POrP.
NHrN などには変化が認められない.1956年当時は流域の人口も弟薄で あったことか
ら,自然的草間が水質を支配しており,Na.S04の州加は泥炭地帯の流下によるものと考
えられ,Clの増加ほ乳送塩によるものと考えられる.
3) 北海道地方の河川水中のカチオン,アニオンの分布
北海道地方の河川水中の カチオンと7ニオンの分布を検討するため前IL1]調鹿の40地点
および今厄1.=m稚.の10地点の C1/7ルカリ度,SOJ7ルカ1)皮,Na/K(いずれも当歳比)
を筒出して,各々の分布図を第10図,第 11凶.第12同に示した. また C1-7ルカリ
度および S0.-7ルカ)度の相関は21-Jr13岡および第14rTxlのようである.Cl/7ルカリ度
(CaC08)の分布を入ると北海道鹿部 (太y'･作側)では,その比は ほとんど0,5以下であ
るのに対し,西部の日本海側ではlilI沢部川 (16)の4,2,利尻川 (15)の0.9,盤平川(3)
の1.2,プ三嘆川 (5)の2.9など高い伯を示すTlLT川があり,その他の地点でも0.5以 Lを
,J-､す河川が多い. これは 帆送塩の!彩確の他に.人間情動による生活排水の影僧が 考えら
れ,地域開発の進行を反映しているといえよう.その例として,同一地,酎こおける経年変
化を石狩川水系についてみると,上流部 (3.愛別町)では,その比はともに0.21て,
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J'trlJ12し封 Na/K(当皿比)の分布陛I(1955年5月～1957年6月採水)
◎印は1972咋10月-1973年9月にIrJJiと採水
前川と同一値であるが,旭川市を流 下律の 深 川市 (6)で は 前凶の0.4 6 は 0.74となり,
さらに下流部 (10,江別市)ではr嗣 t]の 0.46 が今 脚 ま0.94となってお り ,下流部では 前
回の2倍以上の増加を示して
いる.また江別市下流で合流
する千蔵川 (12)は前l釧こ比
し,約1.4倍高い比であるが,
盟平川 (13)ては水処理政音
によ り,その比は前回の1.2
から今l旦lの0.71に減少して
いる.しかし,定山渓温泉お
よび札幌市周辺の人口増加の
彫廿は大きく,他の河川に比
し今なおその比は高い.同様
に1-傭州水系についてみると.
中流部 (25,帯広市)では前
臥 今Ldともに0.21をノバし,
下流部 (31,盟頃町)てほ柵
回のO.30に対し今1.1は0.26
で,流程による変化および経
年変化 とも少ない. また天
57巷 (1978)
? ? ?
??? ?
?
?? ??
?? ?
??
?
? ??
?
?
30
2L1
10
0
0 10 20 30 i.0
CL(equiv.'/.)
第13は 北搬氾壬習河川水中のアルカリ佐一SO.-Cl閲
の当座百分御 こよるアルカリ度と Clの相関
Lg(No.16,厚沢部川の他をLAから除く)
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塩川では上靴跳(1)で前凹0.38
であったのに対し,今川は 0.40
で十勝川よりも経年変化が少な
い.このように,石狩川水系は
他の2水系に 比 し,Cl/アルカ
I)度の動物お.i.び総圧変化は大
で,人口増加の影轡を如実に小
しているといえ よ う.さらに
Cl/アJL,カ1)度の 当過Lj分率 の
柏肌を みると,第 13凶のよう
で,その回帰直線式は 〔アルカ
リ度〕ニー1.05〔CH+75.4,描
Lig係数は-0.64であり,高度た
(♪<0.01)逆 相 関 が認められ
た二.
次に,小林により日本の脳卒
中死亡率の地域的な分布と正の
?
??
?
? ?
?
?
? ? ?
?
? ?
? ? ? ?
? ? ?
????
? ? ?
? ?
0 10 20 30 L･0 50 60
SOn(equtvo/｡)
,1714凶 北iJfi凪毛安.･日日水中の7ル-J-日生ISOrCl
問の当_1止百分率によるアルカリ性とSOIO)
相関Lg
相関が高いと搬/,lLl19.201されている S04と7ルカ.)度の比について｣ヒ鯨泊地)Jの分
布 (第 11回)をなると,大当山,阿寒岳などの 火山に発する河川 (美疎川,,tl'.別川)お
よび屈斜路湖などの火山性湖に高く,比較的安定な地質であるElF',`.']地方,北見lJ｣地および
網走地方の河川に低い帆向にある. 般砧(Ltfは 大雪山山系に発する男典川 (5)で.その比
は 14.9であり,最低(郎よ十勝川支流の休幌川 (24)の0.09で,それらの河川の比の平均
fLtiは0,87であった. 湖では J掴 斗路湖 (34)紘 ll,阿寒湖 (32)はO.67で,4湖の f-p-J
は 3.8であった.その比の経年変化をみると,石狩川水系では 上流部 (3)では 前凹も今
Lqも0.66で Cl/アルカリ度と同様全 く変動が認められないが,中流部 (6)ては,前川の
1.2は今川 ま1.1となり,下流部 (10)L=は前Idの0.44は今ldは0.53であって, その変
動は非常に小さく,Cl/アルカリ度の槻J"n-のような大きな耗隼変化を示 していない. また
盟平川 (13)も前回の 1.3は今川 ま0.37とな(),千歳川 (12)では O,86か0,60となり,
水質が改養されていることiJ,｣1･している.十膳川水糸では,中流部 (25)での前Ii!lの0.31
は今卜･日,iO,35とな り,下流部 (31)では前回の0.27は今回は 0,39とな･1ている. 天塩
川 (1)では前回の0.14は今l･_LはO.30とな り,2ruYL以上の変軌を7Jliしている, こU)よう
に3水系の SO./アルカリ度の比は石狩川水系に[1.-.･)く, 他の水系では低い帆,'.Jにあるが,
その窪咋変化は Cl/アルカ.)度の場/.]Lと火なり天塩川水系が 最も大きい.SO.と-/ルjJ
リ比の当丑LT分率の1日耕土第 14凶 のようで,そV-Jl舶Jl亡lI練武は ′ァルカリ敬二ニー1.03
〔SOf:+79.4,相対(,･F激 は10.79であり,T.:占度な (♪<0.01)逆相関佐敷が認められた.
さらに,Na/K の分布 (第 1214)･i･入ると, 淡部の火山性湖である屈斜路湖 (34)お
よび釧路川 (35)と日本海側の河川,柑 こ厚沢部川 (16),石狩川T流部 (10), 夕鮎川
(ll)などにIl.高く,十勝川水系,L'T:f川上流部,Jll一石山脈 および北見山地に水源を有する
河川などに低い1'.4'HEl]がある, 河川水中の Na,K は地質に山東する成分であるが,Naは
また人['ui1動に ともなって生動する成分であるとともに 炭田地帯の河川水UL)11把的-'R分
38 比lf/iliJF'Jt:
でもある･夕張炭田を蛇行して流Tlるタ舶川 (ll)のその比は35で般商船を示し,屈
斜路湖 (34)の20をはるかに越えている. このため 夕張川流入後の石狩川本流の江別市
(10)では,流入前の深川市 (6)での比 6.4は16と毒し､値となっており,支第湖より流
下する千歳川 (12)の14を上まわっている. 他に,後志地方から渡島半島にかけての日
本海側に泣際する尻別川 (14)は9.6,利別川 (15)は 11,Pj沢部川 (16)は20.大野
川 (17)は 13のそれぞれ高 い値であるが,これは帆送塩の形背で 12-2月の間に Naお
よび Cl並が飛地的に増力nするためと考えられる.経年変化をみると,石狩川では上流部
(3)は前回の5.7が5.4となり,中流部 (6)では 前回が6.4で今回は5.8であ り,下流
部 (10)では前回の16は今回 12となり,今IiJは前回に比し低い値であるが,その変動は
流下にともない大となる.十勝川水系では中流部 (25)では前回の6.1は今回は5.3とな
り,下流部 (31)では4.8が4.9とli:っており,天塩川では前回の7.8は今川 ま6.8であ
る.このように,石狩川はその比の("'J:および経年変化の度合は他の2河川より大である.
4) 北海道地方の河川水中の主要成分濃度の相関
前回調査した40地点の河川水および湖水の主要成分の波圧間の相関床数は第5表 のよ
うである.
1%の危険率で有意な相関の認められたものは Ca-Mg.Ca-Na,Ca-K,Ca-7ルカリ
磨,Ca-So一,Ca-Cl,Ca-SiO2,Mg-Na.Mg-K.Mg-アルカリ度,Mg-SO..Mg-C1.Mg-
SiO2,Na-K,Na-Sol.Na-CT,Na-SiO2,K-SO｡,K-Cl,K-SiOZ,So一-CL,Soヰ-SL02であ
第5点 北 鮎 江のT･.T川水中の上変 成倒 LiJの†川判係 数
(1955年 5月～1957年 6月採 水)(〟-40)
ca Mg L Na い く 7(品 を撒 so- Z cI I si02
? ?? ?? ?
?
? ?
?
?
?
?
0.78++ 048事* 0.61+* 042** 079ヰ* 0.4 2** 0.40 叫
0.56H 0.66** 050** 06 8** 0 5 1ヰ* 041 叫
0.79** 0.13 06gH 0.9 4++ 050 榊
0.13 0.7 8** 0 7 1相 071 榊1007 0.02 0.14
0.6 2** 0.55 * *
0.35*
**1%の危降車で有意
*5%のlL険率で有意
り,5%の危険率で有意な他出が認められたものは Cl-Si02であり,いずれもTEの相関が
認められた. しかし,7ルカ.)度一Na,アルカリ度-K,7ルカリ度-SO山7ルカリ度一七1,
7ルカ1)皮-Si02には有怒な相関は認められなかった,
また今匝1調査の Srおよび Fについては.Sr-Ca,Mg-Fの相関図を示すと,それぞ
れ第 15榔 第 16図のようである. Sr-Caの回叫缶線式は 〔Ca〕-53･1〔Sr〕+6･2,相関
係数0.67(5%の危険率で有意)である.丸 JE地方の それ 〔14〕は,〔Ca〕-197〔Sr〕+
1,2.相関係数0.76(1%危険率で有意)であるので北海道地方の Srム土は刺 ヒ地方より
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?
〕
0 0.02 004 006 008 QFO O12 0.1L'
S｢(mg/l)
第15凶 北私道上要河川水中の SrとCa
のfElf淵凶 (1972年 10月～1973年
9月採水)
⑪
oool oo2 0.03 0DL. 005 0.06 0.07 00B
F(mg/I)
第16回 北海)71-主斐iulJIL水中の Mgと F
の相関図(1972年 10月～1973年
9月採水)
含有盛が低いことをホしている. i/二,Mg-Fのレ副前山線式は 〔Mg]-41.5〔F〕+1.3,
相関係数0.82(1%の危険率で有意)であった.いずれも岩石に由来する成分であり,浴
出による挙動に類似性があると考えられる.
次に,前回調光の主要成分濃度間の重相関および蛮地帰は第 6蓑のようである.7ルカ
1)度を除いた他の成分跡 こは高度の虫相関朗係が認められ,主要成分間には岩石,十蛾な
どからの溶出機flJiに規則性があると推測される.今回調査 10地点の導電率の年間平均値
の範閏は,石狩川 (3,愛別町)の 67.4FLU/cm (250C)か ら石狩川 (10,江 別市)の
192.1FLU/cm (25oC)であったが,これらの値と溶存成分の総和を′17す溶解性蒸発残留物
約6衷 北海道のinJJ=水LIJの上盤成分淑座間の屯hu_lJ.七と一反f川鍋
(1955年5月～1957年 6月採水)(n-40)
Y I Z l iTi lLjl 如
Sol SiO2
Na K
sKOl I slI.aゥ
Z=0017X+1.3Y+0,19
Z=1.9X+29Y-13,i
Z-0.080X+033Y-1.I
Z=0.025X+012Y+087
Z-082X+0.56Y+0.63
～-0.030Ⅹ十0.22y十0.91
～-0.023Ⅹ+0.026y十053
Z=LlXl0.99Y+044
Z-0.46X+14.8′-lli
Z=103X-0094Yl41
式 並用開坑数
0.67♯*
0.80**
066**
080**
0.95**
0.83**
0.85**
094**
079**
0.79**
H 1%のIE険率で･fj一息
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第7ぷ 北海道地方の各河川水の溶解性蒸発残留物 (S-Re)と
;_.3'屯串 (a)との棚関悶係
(1972年】0月～1973年9月採水)
地点No. 河川名及び採水切所
??
?
?? ??
?
?
? ?? ?? ?? ?? ?? ?
?
??
?
?
?
???
?
?
??
? ? ? ?
? ?
????
??
?
?
?
?
? ?? ? ?
?
?
?
?
?
??
?
?
? ー ?
?
?
?
?
?
?
?
㌍
…
?
L･- 前 線 l相朗係数 用 讐 I険 定
S-Re-0.5401+15,7 0.82 10 ♪<0.OI
S-Re-0.77g+67.3 092 8 ♪<0.OI
S-Re-0.6801+6.47 0.97 10 1)<0.01
S-Re-0.50g+23,8 0.88 10 9<0.01
芸:i 諾い …二……≡Z.ョo:二75ヲ二言 Z';… 9 ;<'呂莞
川 (糾成川取入口) IS-Re-050cr+964 1 0･54 9 NS
I: : 二 二∴ -∴ 二_ I-:I
NS:統計的有意性は.認められない
先の年間平均値との
間には第7表に示す
ように高度の相関関 5102
係が認められた.こ く叩 /l)
の関係は水の組成が
異常の場合や,溶存
物質の･W<L度が署しく
大きな場合を除いて
はは(-t'成立する〔21〕
と報告され て い る
が,盟平川以外はい
ずれも高度 U)iEの相
関 (γ-0.81-0.97)
があった.
5) 成分沸度の季
節的変動と河川
流量との関係
北海道地方の河川
水質の季節的変動と
河川流ilri:との関係に
ついて,支流の影響
の比較的少ないと考
えられる石狩川上流
部 (3,上川郡 愛別
57苫 (1978)
1972 197312 3 4 5 6 7 8 9 採水年月
耶17岡 石狩川(上川tni密別町手中唾別)の水質の汝度変化および河
川放任との関係(そのl)(1972年11月～1973年9月採水)
41
町)の今か)の11iF踊
0)分析値について各
成分の月別濃性と河
川流最 〔22,23〕と
を示すと第 17囲(そ
の 1,その2)の よ
うである,それらの
うち,SiO2,So一,ア
ル カ リ度,Sr.溶解
性蒸発残留物などは
規似の水質変動を/示
し,1-2月の冬期
の渇水時には漉度は
最高に達し,3-6
pH
??
?
?
?
?? ? ? ? ?
? ? ?
?
?
N(yNo･3
(mg/l)0.2
0.1
0
0.03
Sr
F
NO2-No･02
月の融雪豊水軌 な porp
かでも5月の増水時 (mgハ)0,0-
には盾釈され,淡碇
は最低伯を示してお
り,此度と流先とは
負の閑孫にある.逆
に,COD.懸濁物,
NHrN.Feな どは
流免と成分渋皮とは
平行的で,正の開床
を示し,流範の増加
による掃流効果の大
きい成分と考えられる
1972 1973
1112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 採水年月
fl',(17L攻l 二f前川 (卜川郡哩別町字巾密別)の水罰の浪度変
化もtよひ河川純血とのl月係(その2) (1972年11
ノ】～1973年9月採水)
また,Mg,Ca.K も流JTuの増加にともない濃樫が減少し,統監
とは負の関係は認められるが,著明ではない.
概して,流砲の増加にともない,各成分の潰腔は減少する傾向にあるが,各i･JJMこよっ
て流況が異なり,一定ではない,また同地点 (3,愛別町)で流罷と負の関係が認められ
たSiO2,SO.,Sr,溶脚性蒸発残Lrit物,帝'R率について,採水日流iRrLと成分濃度との関係を
/i:;十と第 18図のようである.すなわち,これらの成分濃度は流血のq･掛 こ対し,等比級
数的な田係にあると推測される.
そこで次の指数関係式により,a.kの俄を求めると第8蓑のようである.
C- k.Qa
ここで,C:成分i幾度 Q:河川流量 (採水口) a:指 数 k:係 数
1)a-0のとき, C-A
2) a>0のとき,流･rl,iが増加すれば成分濃度も増加
F宍一半 研 究
4)1>α>0または
-1<a{0のとき,旅立変動>成分濃度の変動
5)a>1または a<-1のとき,流血変動<成分･aJ･!度の変動
?
??
? ?
? ? ? ? ?
?
?
?
mq/
? ?
?? ? ? ?
?
? ?
㍗
?
● 路肝性農莞技官肋
o 韓 確率
◎ Sr
00LI
Sr
(Tnq/L)
003
002
100 200 3(刀
採水日状茄 (nj/set)
l1,18岡 石狩川(3,竣別町)にわけ/b瓜 ))洗鹿とIl糾L
iTlのIlt･)怖(1972年1日1-19731F9J採水)
胡8点 石狩川 (3.変別町)の粍jLSと成分讃追使とのrlB係
(1972年10月～1973年9月採水)
恥l轡J剛率.CaIMgINa7K17;蒜カ
kaFl43019~019巨019125･292
-018-030
7,373.69
SO41CllSiO21Sr-0.165
岬∩F7U,}NH4-NINO3-㌔ Ipo一一P IFe I coロαlo.25_042Alo･0710･54
SIRe:播き削'L-/Yt碍残任1物
57yL_缶(1978)
ISと6IZ:器｡Zo.…62
1S-Re L混鞠庶 懸淘物
-0.25172
43
この結果より,流畳と濃度との閲に負の関係 (a<0)にある成分は溶解性蒸発残留物,
刺_昆率,SiO2,Sr.NOB-N.Ca.Mg,K,Na.SO小Cl.F,アルカリ度などであり,逆に流
血に呼応して正のlig係 (a>0)にある成分は COD.混濁度,懸濁物,Fe,NH.-N などで
ある.
各成分の濃度と流鼓との相関係数および剛 講直線式 (両対数)を求めると第 9表のよーう
である.すね:わち,流iiによる希釈効果が大で あり,等比級数的に負の関係のF'j;い成分
は,群馬率,SiO2.溶解性蒸発残留物,Sr.Ca,アルカリ度,K,Mg,SO..Naの順にあ
り,逆に正の相関の高い成分は懸濁物,混濁度,COD である. しかし,Cl,Fe,NHI-N,
NO3-N.PO㌻PFなどほ棚的係数が小さく, この回帰式は成立しない. たた混濁吐,懸
濁物などは炭鉱排水一泥炭地の膨幣の他に.し尿廃水,でん粉工場などの人為的放流が 陶
雑に関与し,成分漉度の変動そのものが流血変動より大であることをホしている.一方,
Si02.Srのように主として岩石,土壌より溶化し自然灸件に支配される成分の濃度は,
河川水による希釈効果が大で,洗足の増減と負の呼応をするものと考えられる.しかし,
これらの関係は各河川により,また年度によっても異なり,一定ではない.
第9.i;JT狩川 (3,愛別町)における成'JTi凸庇と柾lIl･に岨する統言l値
(1972年10月～1973年9月柁水)
化 学 成 分 J pT hl Lt. 級
市花準(25oC)
Ca
Mg
Na
I(
アルカリ碇
(CaCOa)
SOJ
CI
Fe
Sr
F
SiO･z
NO3-N
NHrN
POrP
ユogCニ 0ー1910g(～+216
logC--019logQ+I10
logCニ 0ー.19logQ十0.47
ユogCニ 0ー.18log()+0.87
一ogC--030logQ+057
logC=-0.17log()十150
logC--0.24logQ+040
logC--0.16logQ+0.63
logC- 070logQ-2,40
logC--O.16loga-I.3O
logC--01610g(卜 170
logC--027logQ+189
logC--042logo-027
logC- 025LogQ-215
logC- 070logQ-240
COD I logC- 08210g(ト122
懸 S諾 e 物 l
logC--0.25logQ+2.23
logC- 1.40logQ-1.22
児 潮 波 logC= 1.30logQ-I.30
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-096** I c-143(卜…
∴ ': :∴ ｣';_∴
-0.67 * C-7.37lQ-い8
-085** C-31.30~017
10.73 *
-044NS
-0.44NS
-0.93 **
-039NS
-0.96 **
-030NS
O.29NS
-0.OINS
O.74 *
-0.93 *+
085*
C-25.2Q1021
C-4.3Q-DIG
C-0.00408･70
C-0.05(∋~016
C-0.02(3-0･16
C-779(い027
C-0.54Q-0.42
C-0_007(3025
C-0.004QO･70
C-0.06()0･82
C-1720~0･25
C-006QHO
0.75* C-005(3130
C:成分濃密(mg/C),62:純鼠 (ma,/see),S-Re:前郷性/JIE発班軸物,Mr矧咽係の統計的有
意性 (料:1%の危陥率でTJ一意,*:5%の危検串で有′･37‥NS:有悪性なし)
nl<L学 研')i:
水fi'の季節的変助に幽与する安田
として,河川流産の他に季節風によ
る海洋梅の影邪があげられることは
すでに述べた 〔14〕が,北海道の場
合も例外では ない.,:Jl1-19lxlの日本
海側と太平洋側の刷 り水中の Cl/ア
ルカリ度 (当丑比)の月別の値から
Jy]らかなように,日本海側河川 (石
狩川,10,江別市)では太平洋側河
川 (十J捌 Il,31,豊頃町)に比し,
年間を通じて極めて高い値であり,
しかも比の変動が大きく,航速鮎に
よる形門が明娘である.すなわち,
Cl/アルカリ度比の年間変動は北海
道の場合はi'壬雪と河川凍結により,
流丘が年間の般低となる冬期 (12-
=｣ノミ･1松組) (火iF洋 tLPJ)
荊19蜘 日本海側の河川 (石狩川)と太平作例
の河川 (十勝川)のCl/アルカリ度
(当ia-比)の比較
3月)に最高であり,4-5月の融当期にはこの朋係は逆となる.
6) 同一地点における水質の経年変化
前E]の朋席地点のうち,主な10地ノ.kJ.について約17年を経過した1972年 10月より今回
の･相調査を1年間行ったが,それらの河川の各成分kよび採水臼流産について,前凹と今
回の年間平均値,標削 福差値 および疑'lF変化の統計的有意差検定の結果を示すと.第 10
表のようである.
まず天塩川 (1,名寄市)では今IiJの平均値は前回の平均伯に比し,Ca,Mg,Na.K.
Cl.NOB-N などほほとんど変化がなく,Feはほは半減し,PO.-P.NH.lNなどほ約5-
7倍州加したが,いずれも統計的な有意差は認められなかった.しかし,S04は約2倍,
Si02は約 1.5倍,CODは約3倍の値となり,それらの経1l:変化には統計的な有意差が
認められた. またカチオンおよびアニオソの当地百分率の,Ca>Na+K>Mg.アルカリ
度>Cl>S04の傾向には変化はなく,さらに燭境地JEを反映すると考えられるMg/Ca(当
皿比)および Ca+Mg/Ca+Mg+Na+K-Cl(当盈比)紘,前者が0.51-0.61,後者が
0.69-0.73でほとんど変動がない.
石狩川水系では,上流部 (3,愛別町)で Mgか約 1.4倍となり, 有意な経1:-変化 (Z'
<0.02)が認められ,COD.級が馴勿などは約3倍,PO.-Pは50%(.高い机上なったが,そ
の他の成分と同様に経隼変化に有意差は認められなかった.カチオンおよびアニオンの当
止自-分率の Ca>Na+K>Mg,アルカリ度>SO一>Clの帆句には変化なく,普/二Mg/Ca
は0.30が0.24に,Ca+Mg/Ca+Mg+K+Na-C1は0.57が0.62となったが,ほとん
ど変動は認められず,天塩川の場合と同様に現在もなお 前回.1=JWt(1955年～1957年)当
時の天然水の状態を保持している といえる.本流中粍部 (6,探川市)での今回の値は
前Eilに比し,CODがほは半減した以外はほとんどの成分かJ･i';い値を示した.すなわち,
CIと NOrNは約2倍,NHrN は約6倍,Si02 は約 1.3倍で,いずれも1%以下o)氏
57世 (1978) L15
第 10表 北tIli道地方の河川水の仙但Ji叶l･J]の分析値
河川名棉目採水時 値 ① 天塩 川 (7,Thy-和) (卦石.狩 川 (愛別町) (昏 石狩 HL(深川市)平均値 橋畔偏差 有意老t検起 平均値 橋畔偏差 有意差t検定 平均値 帯解偏差 有意差t検定
pH 前 回 6.5 土0.2 NS 6.8 ±0.1 NS 6.4 ±0.2 NS今 回 6.5 土0.1 6.7 土0.2 6.4 ±0.1
Ca 前 〝 5,2 ±1.4 NS 5.4 土1.1 NS 10.0 j=3.9 NS
今 〝 5.2 土1.5 5.8 土1.1 ll.0 土3.1
Mg 前 〝 1.6 ±0こ3 NS 1.0 土0.3 米XX 2.1 土0.7 XXX
今 〝 1.9 j=0.5 1.4 土0.3 3.1 ±0.9
Na 前 〝 4.8 ±0.6 NS 3,8 土0.9 NS 5.9 ±1.4 ×
今 〝 4,8 ±1.2 3.6 土0.9 7.6 土2.4
K 前 〝 1.05 土0.30 NS 1.15 ±0.23 NS 1.56 土0.22 米×
今 〝 1,20 土0.43 1.14 土0.36 2.22 ±0.88
Fe 前 〝 0,22 ±0.23 NS 0.18 ±0.15 NS 0.39 ±0.39 NS
今 〝 0.12 ±0.12 0.17 土0.54 0.15 ±0.09
Sr 荊 〟今 〝 0.026土0.007 - 0.028土0.005 - 0.046±0.011 -
アルカリ度 荊 〝 19.6 ±7.0 NS 15.0 ±2.4 NS 17.1 ±3.7 NS
(CaCO3) 今 〝 18:6 土6.3 15.7 土2.g 20.2 ±4.9
SO4 前 〝 2.6 ±1.6 米×XX 9.5 土3.5 NS 19.9 ±11.1 NS
今 〝 5.3 土1.3 9.9 士2.5 21.6 1 6,8
Cl 前 〝 5.2 ±1.0 NS 2.2 土0.6 NS 5.6 ±1.7 米××-X
今 〝 5.3 ±1.6 2.3 ±0.7 10.6 ±4.7
F 前 〝今 0.02 土0.01 - 0.02 土0.01 - 0.03 ±0.02 -
SiO2 前 〝 10.7 ±2.5 XX米 23.8 ±5.1 NS 22.2 土4.3 米XXX
今 〝 15.6 土4.4 27.2 土6.8 29.2 ±5.4
Poヰ-P 前 〝 (0.003土0.004 NS 0.004±0.006 NS (0.003土0,005 NS
今 〝 0,014土0,020 0.006±0.003 0.010±0.002
NO3-N 前 〝 0.32 土0.21 NS 0.22 士0.08 NS 0.21 土0,18 ※×XX
今 〝 0.32 iO.23 0.16. 土0.10 0.49 土0.19
NO2-N 前 〝 0.008 - - - - - - - -今 土0.003 0.002±0.001 0,009土0.005
NHrN 前 〝 0.03 土0.02 NS 0.03 ±0.03 NS 0.04 ±0.01 米×米×
今 〝 0.22 土0.37 0.03 iO.03 0.25 土0.20
溶解性燕 前 〝 48 土6,3 NS 62 ±13 NS 108 土35 NS
発残留物 今 〝 53 ±11 64 ±15 105 土28
懸 濁 物 机 JJ 38 士6.3 NS 32 土39 NS 39 ±11 NS
今 〝 36 土18 104 士282 41 土37
混 濁 度 前 〝今 24 ±34 - 44 ±111 - 22 ±24 -
COD 前 〟 0.96 土0.70 米米米× 1.4 土1.1 NS 14.4 土12.3 ×××
今 〝 3,1 土1,0 4.0 士8.1 6.0 土 2.8
流罪(mI/see) 前 〝 74.0 ±65.9 NS 5L2 土36.5 NS 161 士128 NS
前 回 :1955年5月～1957年6月採水
今 回 :1972年10月～1973年9月採水
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OL)平粗 糖ヰ仙追及ひん凱ItJ_)検定 (Jtの 1)
⑨ 空知川 (赤平l吊 ⑬ 石狩川 (江別市) ⑬ 千鹿川 (千歳lhJ) ⑬_L&平川(IJ成川取入口)
平均値 標準偏重 有意差t検定 fl-!.lliIJl.離f)fhi蓋 有意差ト検定 TIこ均仙二帯利ii差 有JLT:差t檎嵩 l':均 一Jl-_規制砧Z:f:有畜差t検k
7.0 土0.1 'ヽ 6.7 士0.1 NS 7.3 士0.1 ×)(舛※ 6,9 ±0.1 ×米米米.
6.8 ±0.1 6.6 ±0.3 6.7 土0.1 6.5 ±0.1
9.3 土2.3 NS 10.8 ±4.3 NS 14.0 土0.6 XX 9,2 ±3.0 NS
9.7 ±2,2 ll.6 士3.6 ll.1 土1.8 9.7 土0.9
2.6 土0.7 NS 3.0 ±1.2 × 3.2 ±0.3 NS 1.7 土0.5 -X-XX
3.5 土1.1 4.0 ±1.0 4.0 ±1.0 3.0 ±0.4
8.0 ±2.1 NS 12.1 ±5.8 NS 16,it ±0.7 NS 12.8 ±6,7 NS
7.3 土1.8 17.0 ±5.3 15.2 ±4.6 13.6 ±2.7
1,26 ±0.25 × 1.30 ±0.32 3<※米※ 1,98 士0,28 × 2.29 ±1.30 NS
1.67 ±0.33 2.42 ±0.73 2.52 土0.39 3.13 ±0.57
0.30 ±0.31 NS 1.17 ±0.59 米〉(シく※0.01 ±0.01 NS 0.22 ±0,07 NS
0.24 土0.19 0.40 ±0.32 0.51 土0.45 0.47 ±0.32
0.071±0.020 - 0.124±0.086 - 0.066±0.021 - 0.073±0.032 -
29.6 ±5.2 NS 34.7 ±13.4 NS 37.0 ±0.9 NS 17.4 土4.0 ××××
31.2 ±7.5 33.4 ± 8.0 32.9 土6.7 33.4 ±3.5
17.0 ±5.3 NS 14.6 ±6.3 NS 30.6 ±1.0 -XXX米 21.4 ±7.6 )(××
15.6 ±3.7 16.9 士4.4 1巨!,9 ±2.8 ll.7 ｣二2.4
5.7 ±2.4 NS ll.3 ±6.7 ××× 14.Ll 士0,7 NS 15.1 ±6.9 NS
5.7 ±1.4 22.2 ±9.6 17.6 士7.4 16.7 ±3.8
0.07 ±0.017 - 0.05 士0.03 - 0.06 土0.04 - 0.03 ±0.02 -
18.3 土3.5 × 20.9 ±4.3 ×>く米)く33.5 ±2.7 NS 20.9 ± 2.7 )(-XX-)(
23.5 土4.6 31.3 ±6.6 33.4 土3.1 42.8 j=ll.i
0.008±0.018 NS 0.008土0.01 × 0.005土0.006 NS 0.004±0,001 NS
0.016±0.016 0.024±0.01 0.01Jtj=0_OOg 0.028±0.030
0.43 ±0.07 NS 0.65 ±0.23 NS 0.(〕8 土0,13 NS 0.22 ±0.06 ×××
0.57 ±0.22 0.89 ±0.59 0.69 土0.46 1.14 土0.52
0.004± 0 - 0.008±0,007 - O.006±0.006 - 0.018±0.03 -
0.03 ±0.01 NS 0.09 ±0.13 NS 0.04 土0.02 NS 0.03 ±0.01 NS
･0.08 ±0.06 0.12 ±0.08 0.10 土0.09 0.40 ±0.52
89 ±19 NS 109 ± 35 NS 137 土3,5 NS 107 ±36 NS
90 ±17 133 ± 16 2ー9 土ユ5 134 ±25
39 ± 23 NS 172 ± 199 NS 3.0土1.4 ××)(× 6.9 ±4.5 ×
101 ±116 81 ± 28 112 士50 46 ±37
80 ±106 - 78 ± 83 - 59 土29 - 6.5 土0.1 -
2.2 ±0.8 × 5.9 ±2.5 NS 0.LIB ±0.08 × 0.89 ±0.33 ××
8.4 j=5.5 7_9 ±3.0 5.4 土3.6 7.0 ±4.2
67.4±49 NS 554 ±477 NS 23,-i 土673 NS 21.7 ±43.5 NS
NS:1/_'r成/JIのIHimと今山に1,･ける氏.川′J有力こ諾なし
×:1UU/LJ-i搬串て有.也., JtX:5%)'i.陳畔でイJ,打., 光井米 :2%危険単で17一弘 ※x舛舛1%比牧牛て対ロ
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(その2)
河川 名 ⑳ 十勝川(帯広市芽室) ◎ 十勝川(豊頃町茂宕) ⑳ 常呂川(網走市端野)
項 目 採水時値平均値 穏準偏差 青意歪L検定 平均値 様畔ti差 有意差t検定 平均値 積和td遵 有.uT題t検定
pH 前 回 6.8 ±0,1 NS 6.7 ±0.3 NS 6.8 ±0.2 XX今 回 6.8 土0.2 6.7 ±0.1 6.6 ±0.1
Ca 前 〝 5.2 ±1.2 ※ 6.6 ±2.0 NS 12,3 土6,4 NS
今 〟 6.5 ±1.2 7.7 土1.1 10.5 ±1.9
Mg 前 〝 0.9 土0.2 ※※※米 1.4 土0,4 ×XXX 3.0 土1.7 NS
今 I 1.5 土0.3 2.1 土0.4 2.6 ±0.5
Na 前 〝 4.5 ±1.1 NS 5.1 土1.4 NS 7.6 ±2.5 NS
今 〝 5.5 土1.9 5.9 ±1.5 6.7 土1.5
K 荊 〝 I.24 土0.24 × 1.80 土1.08 NS 2.15 ±0.68 NS
今 〝 I.77 土0.64 2.04 土0.67 2,42 j=0.63
Fe 前 〝 0.21 ±0.40 NS 0.46 土0,38 >(>(× 0.08 土0.07 NS
今 〝 0.08 ±0.08 0.14 土0,08 0.13 土0.09
Sr 前 〝 - - - - - - 0.046 - -今 0.034±0.007 0.037土0.007 ±0,008
アルカリ度 荊 〝 19.1 ±4.1 NS 22.0 土4.8 NS 36.8 土16,4 NS
(CaCO3) 今 〝 23.1 ±6.2 25.6 土4.7 31.3 ± 6.3
Sol 前 〝 5ー7 ±1.6 XX× 5.6 ±2.3 XX×× 13.0 ±3.5 NS
今 〝 7.7 ±0.7 9.7 ll,4 ll.2 土2.2
C1 前 〝 2.8 ±1.2 NS 4.6 土1.3 NS 7.7 土6ー5 NS
今 〝 3.4 ±1.4 4.7 十1.3 5.2 士1.4
F 前 〝 - - - - - - 0,02 - -今 0.02 ±0,01 0.02 ±0.01 土0.01
SiO2 前 〝 21.8 ±2.7 XX×× 29.9 ±8.3 NS 34.4 士3.7 NS
今 〝 25.6 土3.4 29.2 土3.5 36.3 土4.1
PO4-P 節 // 0.004土0.007 NS 0.013土0.020 NS (0.003±0.001 米× 米
今 〝 0.007 土0.004 0,015土0.009 0.035土0.020
NO㌻N 飢 〝 0.30 ±0.14 NS 0,99 土1.54 NS 0.43 土0.40 米 米
今 〝 0.50 ±0.51 0.54 土0.30 1.41 土0.83
NO2-N 前 〝 - - - - - - 0.057 - -今 0.015士0.040 0,026土0.030 土0.070
NHrN 前 〟 0.03 士0.01 × × 0.07 土0.ll NS 0.03 士0.02 米
今 〝 0.ll 土0.ー0 0.13 土0,ー4 0.22 土0.22
溶解性燕 前 〝 62 ±10 NS 74 土14.6 NS 104 ±30 NS
発残留物 今 〝 70 土12 82 士】2.7 103 ±15
懸 濁 物 前 〝 94 土 215 NS 44 土41 NS 21 ±30.0 NS
今 〟 60 ± 52 58 土43 79 士15.8
混濁 度 前 〝 - - - - - - - - -
今 〝 22 ±8 22 士11 23 ±16
COD 前 〝 1.6 ±1.9 NS 2.4 土2.2 米× 1.6 ±2.0 X X
今 〝 3ー1 土1.9 3,0 ±1.2 4,8 土1.8
流束(mJ/see) 前 〝 94.1 ±75.7 NS 232 ±204 NS 25.3 士2一.0 NS
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険率で経'Lli変化に意布差がみられたが,こ′山王旭川市周辺の人間所動によるものと考えら
れる./i:お Mg,Na,K,CODの変化に L,2-1O%の危険率で経年変化に有意差が認め
られたが,その他の成分の柾牛変動には有藩差が認められなかった.カチオ /ーkよびアニ
オン間の当鼠百分率には多少の変動はあるが,Ca>Na+K>Mg,SOィ>アルカリ度>Clの
酌句には変化なく,また Mg/Caは 0.34が0.47に.Ca+Mg/Ca+Mg+Na+K-Clは
0.71が0,82となり上流部よりやや大きい変動を示している.本流下流部 (10,江別市)
では,Kが 1.9倍 (P〈O.01),Si02が1.5倍 LP<0･01),Clが2倍 (P<0102).Mgが
1,3倍 (♪<0.10).PO.-Pが3倍 (I)<O.10)の値となり,過に Feは約y3(P<0.01)の値
となり,いずれも経年変化に有意差が認められた.また,Na.NOB-Nは 1.4倍,NH.-N,
CODは1-3倍と人間活動にともなう兼ili塩などの渡度の増加が認められるが,.経年変化
の有意差は認められない.さらに Ca,SO.,アルカリ度などには経年変化がほとんど認め
られなかった.イオン当.J]a:百分率をみると,カチオンの Na+K>Ca>Mg,7ニオソの7
ルカリ度>Cl>SO.の傾向には変化がない. また Mg/Caは0.46が0.57に,Ca+Mg/
Ca+Mg+Na+KIClは0.62が0.72となり,中経部とほほ同程度の変動を示している,
支流の空知川 (9,赤平市)では.Ca,Mg.Na.C1などは変化がほとんどなく,pHは
7.0が6.8に変化し,PO4-Pは2倍,Nod-Nは 1.3倍.NH4-N は2.7倍に増加したが,
いずれも統計的な有意差は認められなかった. しかし,K.SiO2I.li約1.3倍,CODは約
3.8倍の値を示し,それらの経年変化には有意差 (♪<0.10)が認められた. カチオソお
よびアニオンの当血百分率の Ca>Na+K>Mg,7ルカリ度>SO4>Clの睡向には変化が
なく, 普-/IMg/Caは0.46が0.60に,Ca+Mg/Ca+Mg+Na+Ⅰ(-CIは0.61が0.66
で,ほとんど変動は認められない.支勿榔こ発し,江別市の下流部で合流するIT歳川(12)
紘,pHが7.3より6,7に低下し,K.Mgが約 1.3倍,Feは51倍,Clは 1.2倍の値を
示し,Kには経咋に よる統計的有意差 (Z･<O.10)が認められた. また S04は約 62%
(><0.01).Caは約80% (Zl<0.05),懸濁物 は約37倍 (P<0,01),CODは約 12倍i
(p<0.10)の旭でいずれも経年変化に統計的有悲差があった.
なお栗兼愚斯てほ,PO一Pか約3倍,iVOrNが約8倍,NH4-Nが2,5倍の値である
が統計的有意差は認められない. また,Mg/Caは0.38がO.60に,Ca+Mg/Ca+Mg+
Na+K-Clは0,57が0.661/=なっているが,ほとんど変動は認められない. イオン当歳
T1-分率では, カチオンが Na+K>Ca>Mgの蜘向にあるが, 7ニオンは SO一の減少に
より,7ルカ.)度>SO一>C1の関係から,アルカ.)度>Cl>SO.の関係に変化した.lr･]じ
く支流の放平川 (13,帥Jl訓l収入ロ)では,水罰の経隼変化は著しく,pHは 6.9が6.5
(b<0.01)に1lrFLL,Mgは約 1.日,･l千(P〈O.02),アルカリ度は約 1.9倍 (9<0･01),
Si02は約2倍 (P<0.01),S04は約55% (b<0.02)の情を/TiL,経年変化に 有意差が
認められた.
また紫苑晦鯖では,Poヰ-Pは7倍.NH4-Nは 13倍の値を示したが,統計的な有意差
は認められなかった,しかし,NOrN は約5倍 (P<().02),COD も7.9倍 (♪<0.05)の
値を示し経'r卜変化に統計的有意差が認められたが Ca.Na▲K,Clなどの変動は ほとんど
認められない.イオン当丑5分率の朗係をみると, カチオンの Na+K>Ca>Mgの傾向
にはJ変化はないが,7二ナンの SO｡>Cl>アルカリ度の関係は,アルカリ度の増加とSO一
の減少により,アルカリ度>Cl>SO.の関係に 蜜化している. また,Mg/Caは 0.30が
57番 (ユ978) 49
0.51にな･),Mgの 岬 加 か 礼られるが,CaIMg/Ca+MglNa+K-Clは0.61よ り
0.65で変化はほと/L,どrLい.
十勝川水糸についてみると,上紙部(25,鞘JL-市芽柳 J)では,Caが1.3倍(9<0･1O),
Mgが約 1.7倍 (♪<0.01),SO.が約 1.4倍 (♪<0･02).SiOaが約 1.2倍 (i･<0･01),K
が約1.4倍 (9<0,10)のMIJを,示し,いずれも終隼変化に統計的な有意差が認められた･
一九 ,Xl兼塩軌では POrPが約1.8倍,NOB-Nが約 1.7倍,NHrNが約3,7倍のlulを
/T,･すが,NHrN のみに有意差 (i)<0.05)が認められた.さらに Feは約38%,Na,7
ルカリ度.Clは約 1,2倍,CODは 1.9倍の伯であったが,経年変化に統計的な有意差は
認められなかった.またカチオ/および アニオン帆の当丑百分率には 多少の変動は ある
が,Ca>Na+K>Mg,アルカリ度>SO.>Clには変化なく,Mg/Caは0.28が0.38に,
Ca+Mg/Ca+Mg+Na+Ⅰく-Clは0､53が0.5∠lとほとんど変動は･みられなかった. 下流
部 (31,塑脚 fr茂岩)で は,Mgは 1.5倍 (♪<0.01),S04は 1.7倍 (f･<0.01),Feは
約30% (?<0.O2).CODは 1.3倍 (i)<0･05)a)値を示し, その経'LF変化に 統計的な有
意差が認められた,POrPは約 1.2倍,NO.A,-Nは約56%,NHrNは1.9倍の(Llを'｣-,'す
が経叶変化に有意差は認められない.また Ca,Na.K,ア′レカ1)贋,Cl.Si02などは経fr･
変動は認められない. カチオン, 7二十,/(川の当iT.:Tr分率もカチオ･/の,Ca>Na+K>
Mgの性向は変化Ll〔く,7ニオンでi上SO.のiYI加により, アルカリ度>Cl>SOlから7
ノレカリ摩>SOl>ClのIX]緑に'変L化Lた.号た,Mg/Caは0.35は0.51に,Ca+Mg/Ca+
Mg+Na+K-C1:よ0.62が0.59になl), 経IF変化は ほとんどたく,前r.l.胡j!r-.(1955-
1957年)当時の水門-Jir･維持 しているといえる.
次に常呂川でu,Ca.Mg,Na.K.アルカリ度,So一.Cl等U)経平変化に統計的な布Il.
差は全く認められないことから,いわゆる天然水の状態であると考えられるが,柴弟塩析
の増加はlE'-しく,PO.-Pは約 11倍･(P<0.02).Nod-Nは約3.3倍 (P〈O.05),NH.-Nは
,1約7倍 (P<0.10)のlrl'をノ六し,粁隼饗軌に統計的な有意差が認められた.CODも約3イ汽
(KO.05)の(Jl'lせ,Tiしたが,これは北見市,網走Ih-)刀.ilの人間活動によるものと考えられ
る.カチオソJQ.よびアニオソTL"l]の斤分科 二はほとんど変動がなく,Ca>Na+K>Mg,7
ノレカリ度>SO.>ClのLR]係をノJtしている.またMg/Caは0.LIOは0.41に,Ca+Mg/Ca十
Mg+Na+K-Clは0.72が0.64で変動が ′1,tfCい.lCk涌細川･_頻発残刑物 および 流倍は
10河川ともに経年変化の統計的有意H,':卓上認められなかった.
7) 北海道地方の河川水質と日本の河川および東北地方の河川水質との比較
北海道地方の前回胡瓜の40地,･.7.の各成分 のてF的平均nlrIと日本の河川水Iflの総1rJ･P,JlJ/L
日,2,3,4〕および東北地方の河川水の前Li･]調rt101地点の各成分の隼間平均値 〔14〕
は第11蓑に示すようである.
この表から,北海道地方の河)I水矧 エロ本の河川水Jfiの総ilL'.均伯に比し,各成分ともに
高いltlIを示すものが争いといえる.すなわち∴ 射占あるいは強惰性･l-Il川を除外 した場介に
ついてのべるとおTTL･物Tiの総和である桁解性薄売残Tll物が,∩,Fの河川水質の絵平均†L小二
比し約11%もl.-.';く,東北地方のそれよりも約8%l.'.Jjい値である.カチオンでは,Na,K.
Mgは東北地方の河川および日本のiuJJltの､ド上JT山のいずれよりもAl恒 ､値である.これは伏
l甘地帯の3;tj冊と考えられる.Caは日本の平均値よりは(氏いが, 東北地方の平均値よりは
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:l,11点 北海道地方および山北他方の河川水中の各成分含i.IL.の
i印円平均伸と｢りJのltrJJけ本立ての総中足Jl鮎
caMgJNalKIFe闇 ;)
北海道40カ所 8.7L23941530.18
*)北海泊3日カ所 18,121
,1に北地方10lJJ所
**'火｣ヒ他方95-J所 二∴
/亡国 225河 川 8.8tl
? ? ???
SO一C1SiOCPOrP･03中 一N'
l壬…二…皇I(3.29.1工 0.005,47 0.28l o.043二諾j S:Z514.67.458r20.2-19ー0l 0,181 0.05
*'矧 (4カ所)を隙く
**)I,rAl:酸性il7TJH(5河川,1湖)を除く,
高い傾向にある.Feは日本の河川水質平均値および東北地方のそれよりも低い伯 (約 80
%)である. また, アニオンでは,Clが高い情て, 日本の河川水質の総平均値の約 1.3
倍で,東北地方とほぼ等しい.SO.もE]本の河川水贋,7)総平均(lかこ比し約 19%高いが,
鹿北地方よりはやや低く (86%),アルカリ度 (CaCO3)は日本の平均水質伯より低い領
(91%)であるが,東北地方のそれよりは 高い仙 (1.3倍)である.火山性の胃石に由来
する Si02は東北地-IJのirIJ川水質 および日本の河川水IFlの総平均hiJIよりも高く,火山脈に
発する河川が北海道地方に多いことを物語っている.
また柴戊塩についてみると,PO.-P,N札-N はいずれも 日本の河川の総平均値 および
東北地方のそれより低い値であるが,Nod-N はそれらより高い値,ltJ示している.そして,
寒冷地のため枯死楕物の不分解によって形成される泥庚地が多く,北海道の河川水は櫛陶
物が極めて多丑であることも特赦的であるといえる.一九 陸水は通常,主要カチオン閲
およびアニオソ間の当流百分率により,Ca+Mg.Na十K.Soヰ+Cl,アルカリ蟹 (CaCO｡)
の4元図 (射 抄rxl)を作成し,Ⅰをアルカリニト好俳 苑炭慨区,IIをアルカリ土塀蒐灰恨塩
区,TKをアルカリ簡炭酸塩区,Ⅳをアルカリ非屯灰恨塩区としている 〔24〕が,第4図の
孝形岡にみられるように,前回および今桝,洞炎の計 50地点中25地点は日本の平均水rzEfと
同様,Ⅱ区のアルカリ土塀重炭酸塩区に属するが,十勝臥 大雪山の火山に発する石狩川
支流および阿寒や肌 大河などの火山性湖の 10地点が Ⅰ区のアルカリ土頬非正成慨塩区に
成し,屈斜路湖,釧路川,洞爺軌 厚沢部川,itrI_平川の5地点がⅢ区のアルカリ盛灰俄塩
区に属している.しかし,残るⅣ区のアルカリ非屯旗慨塩区叫可川が1地点もないのが,
北掛芭地方の河川水および湖水の特'ffともいえる.
Y. 摘 要
(1) 1955年5月-1957年 6月 (前回)の間に北細道地方の27河川,36地点 および
4臥 4地点において採水し,いわば天然水の時代の水質の特徴を知 り,それらのうち主
要7河川,10地′酎こついて,約 17年間を経過Lた1972年 10月～1973年 9月 (今LLl)に
水質分析を行ない,水質の経年変化などについて検討を行なった.
(2) 北海道地方は火山,温泉の他に.灰田地郡が広く,寒冷地特有の代将の泥炭地が
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多いため,Na.K.SO.,SiOelL:どの溶有成分が高い値であ り,懸濁物債も高い値である.
前rL･Pと/Hr.目指朗抑 二/Jtす)の分析鮎 駁 U)hJ'に分の1'}PiJ馴L'BLJilをノjミすと次のようである.
pH:河川は5,9-7.3(6,Lト6.8),郷 土4.7-7.1,Ca:河川は 3.3-21,3mg/E(5.2-
11.6mg/C),湖は 12.5-16.7mg/i,Mg:河川は0.5-6.1mg/C(1.4-4.0mg/i).洲
は2.4-7,7mg/i.Na:河川は1,5-23.3mg/C(3.6-17.0mg/E),湖は9.3-47.8mg/l,
K:河川は 0.79-2.39mg/C(1.14-3.13mg/C),糊は 1.58-4.05mg/C,Fe:河川は
0.01-1.17mg/i(0,08-0.40mg/l),湖は 0.02-0.10lTlg/i,Sr:河川 (0.026-0.124
mg/E),So一.･河川は 1.2-80.0mg/i(5.3-21.6mg/i),湖は 33.4-74.9mg/1.Cl:
河川は0.8-39.3mg/∫(2,3､-22,2mg/C).湖は 8.9-43.2mg/i.7ルカT)度 (CaCO3):
河川は 5,6-57.6mg/i'(15.7-33,4mg/i).17.Wま7.3-59.0mg/i.F:河川の (0.02-
0.07mg/I),SiO2: 河)1日.:8.4-48.4mg/I(15.6-42.8mg/i).湖は 19.9-51.8mg/C,
PO斗P:河川は <O.003-0.015mg/∫(0.006-0.035mg/[).湖は<0.003-0,021mg/i
NOJlN:河川は0.06--(),99mg/C(0.16-1.41mg/C),湖は 0.01-0,20mg/i,NH.-N:
河 川 は 0.02-0.llmg/i(0.03-0.40mg/i).湖 は 0.03-0,04mg/∫.COD:河 川 は
0.46-14.4m/I(3.0-8.4mg/C),澗 は O.28-1.3mg/C,離解性蒸発残何物:河 川 は
31-198mg/!(53-134mg/1').湖は 116-292mg/C,懸椀物:fnJ川は 2-172mg/t(36-
112mg/e)日射土7.6-30mg/i,蛇濁度:河川は (6.5-80mg/C)の範W:lであった,
(3) 前日･l.洞炎u)北海道地方の棚,河川水中の主賓な アニオ'/ (アルカリ度 -SOrCl)
およびカチオン (Ca-Mg-(Na+K))の各三者TPILの当皿百分一率を≡何 重標および基形睦収,7
に点描した結果,40地点中25地′射よ日本の平均水質と同様, -/ルカ1)土析混成恨腹rg.に
鳩し,石狩川の支流の十勝乱 大Iii■山に充する河川j'utよび阿寒湖,大沼などの火山性相の
10地点が7ルカリト類非虚)'R概塩区に属し, 屈斜路軌 釧路川, 洞爺湖,悼沢部川,盟
平川の5地点がアルカリJgi脱酸塩区にh]iLてお り,残る7ルカリ非 両炭酸塩区に属する河
川はみられない. すなわち,ほとんどの河川の7ルカリ度の当昆百分率は 50%を越え,
50%に満たない河川は火山,ihLI泉,戊鉱水に形押される河川か,あるいはそれら特殊な
水の流入後の本流および紺に限られている.例えば,石狩川水系の空秋川,忠別川とそれ
らの流入後の石狩川 (6,10),-T･臓川,豊平･川,十勝川水系の利別川,後志地方から波
E.,半島に位階する)Ji:沢部川,利別川,大即川および湖より流下する阿二勘Il,釧路川などで
ある.これらの河川はいずれも火Ilr,配鬼に山楽するSO..Clが強くLIB与し,7ルカ1)皮
(CaCOa)-Soヰ.7ルカ)皮-Clにはともに高度な逆相関が認められた.
一方,カチオソでは,Mgが日′本の､印 加こ比し高い伯であ り,泥炭地,炭鉱排水の彫粥
の大きい Na,K の含有茄が高t'1'三度であった.
(4) 北海道地方の河川水の Cl/アルカリ度,SOJ7ルカリ度,Na/K (当姐比)の分
布をみると, Cl/アルカリ度は帆送塩の形鞘を受ける｢l本海側の河川が,太平洋側の河川
に比LIl.I,'1-く,その変励幅も大きい帆句が認められた.また月変動でも,季節風の影坪がど
明で,北西風の強い冬期間(12-2月)の17削こ,その比は高く,融雪期(4-5月)に低い.
(5) 主要成分浪度r]EIrlの相関についてみると(1955年5月～1957年6月採水),Ca-･Mg.
Ca-Na,Ca-1く,Ca-アルカリ度,Ca-SoゎCa-CLCa-Si02.Mg-Na,Mg-K,Mg-7ルカ)
敬,Mg-Sol,Mg-C1,Mg-SiO2,Na-K,Na-So一,Na-Cl,Na-SiO2,K-SO.K-Cl,K-S102.
SO.-CL,Soヰ-SiO之などがl%の危険率で有意であり,Cl-Si02は5%の危険率でTT息で あ
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り,いずれもiEの相l淵が認められた.また,Sr-Caおよび Mg-F との佃にも高度な正の
相聞が認められた.
(6) 河川水質の季節的変動は冬湖 (12-3月)および夏期 (7-8月)の渇水期に馳
雌となり,軸'=rl期 (4-6月)に希神となる成分は Ca,Mg,K,SO.,Sr,アルカリ度,
SiO2,Nod-N,溶解性誘発残酬 勿などであf),逆の朗孫を示す成分はCOD,混濁IiE,NH4-N.
Fe,Fなどである.
(7) 河JI卜流丑と水質とは季節的変動が大きい.概 して,主賓成分の濃度と(･TJJFl流畳と
は負の関榛にある.ことに導電率,淋解性,'%発残留物.SiO2,Sr,Ca.アルカリ度,K,Mg,
So一.Naはその関係が顕著で,逆に正の関係を′丁け 懸濁物,混濁度は,CODなとは旅立
に呼応して増減するは向にある. これらの関係は各河川により一定ではないが,石狩川
(3,愛別町)では,成分出度と河川流盈ははは等比級数的に負の幽係にあることが知れた.
(8) 主要/LJ川の流下による水質の推移をJ*ると,概して,iE･日日水中の浴存成分の浪比
は流下r-より増加の帆向にあるが,Na,Clなどの人間活動に 由来する成分 にその帆句が
潜しい.石狩川水系では上流部は Ca>Na+K>Mg.7ルカリ度>SO4>C1の朗係にある
が,旭川市の下流で合流する忠BIJ川,美顔川などのSO..Clに'&'んだ支流の流入により中
流部までその影響を受けるが,流程が増すにつれてそれらの妙軌 ま減少し,下流部では
本流上流部の成分構成比 (Ca>Na+K>Mg,アルカリ度>SO｡>Cl)に近似する.これに
呼応して,上流部の pH6.7から中流部では pH6.4となり,下流部では再び pH6.6と
なる.また坑内廃水,鉱山廃水などに対する人鵜的処製剤 (Ca(OH)2)の膨闇がみられ,
処理水の流入後の本流では Ca,アルカリ度の変動が大きい.十勝川水系では SO｡,Clの
含有丑のl射 ､利別川の影珊により卜流部 ではそれらの成分離度の 増加がみられた. 天塩
川は溶存成分放度が低く,希滞な水質であるが,泥炭地を流 Fするため 下流部に至ると
Cl磯度が増加し,Na,Si02がやや高い値をノ1-=している他は新著な変化はみられなかった.
(9) 今回調査による人間活動に伴な')栄養塩瓜の NOa-N,NH.-N,POrPおよび
CODの流下に伴なう変動は,石狩川では と流部の変動は轍題でないが,卜流部ではPO4-P
0.024mg/C,NO3-N0,89mg/Cといずれも高波度を示しでt･3'り, かつ流程か増すにつれ
て池度の増加が著明である. I-勝川では中流部の帯広市をi'f流後に POrP.NOrN の濃
度が高くなるが,総体的に流下による変化は少なく,石狩川水系に比し猛威の都市化は経
怪であることが判る.また天塩川も流下による紫遵故地鑑の変化はみられなかった.
(10) 前Ld(1955年 5月～1957年6月)採水のうち主な10地点についてはは同一地点
で採水した今山 (1972年 10月～1973年9月)の値を用い経J'-F変化をみると,Ca.Mg,
Na,K,So一,Cl,Si02などは,石狩川水系のプチが他の河川に比し変化が大きく,ことに支
流の出平川,千歳川において瞥しい.十勝川 もやや変化が認められるが,人塩川,常員川
ではその変化は少ない_しかし,PO.P.Nod-N,NH.-Nなどの黒薫塩についてみると,
常呂川の変化か浩明で,石狩川水系U-)恩､r･JIl,T臓川および本流下流部 (10,江別市)に
おける濃度増Julに性撤する.
(ll) 北海道地方の河川水質をu本のTr.I)=水質の平均値および東北地方の河川水質と比
較すると,カチオンでは Na,K,Mgが日本の総平均値,東北地方の平均値のいずれより
ち.･:S渋皮であり,Caは11本の総､r/L･均値の約92%の値を示し,東北地方よりわずかに高
い.SO.ほ日本の､l7-均(LFr_は りやや高く,鹿北地方よりやや低い.Clは日本の平均値の約
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1.3倍てあ り,東北地方 とほは等 しい.アル カ リ度 (CaCO3) は 日本の総平均値 よりやや 低
く,東北地方の平均値 より高い値を示 している.一方,火山性の岩石に由来する Si02 は
東北地方および 日本の総 平均値のいずれ よりも高い値である.また泥炭地の彫撃削二より,
懸濁物の含有量は東北地方の平均値および 日本の河川 の総平均仙 より高い値である.これ
らが北海道地方の河川水質を特徴づけてい る.
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